
盆踊りにお菓子まき、 露店に屋台など、

子どもから大人まで新冠の夏の風物詩

「ふるさと盆踊り」 を楽しみました。

にいかっぷふるさと盆踊り
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東京新冠会をご存じですか？
　東京新冠会は、東京やその近郊に居住するふるさ

と新冠町にゆかりのある人たちで構成される団体

で、現在の会員数は約 200 名です。設立は昭和 60

年で、今年で会創立 30 周年となりました。

　活動目的は「会員の交流と親睦」「郷土新冠の発

展に寄与する」ことです。毎年開催している事業と

しては、新年交流会・親睦旅行・観桜会などの親睦

事業、北海道産直フェア―での新冠町のＰＲ事業な

どを行っています。

ふるさと訪問の歴史
　会員が新冠町を訪れ、現在の故郷を知り、町民と

交流を図ることを目的に実施される「ふるさと訪問」

は、今回で３回目となりました。

　第１回は、平成４年８月に実施。当時の会長斉藤

進さんと役員阿部一猛さんなどのご尽力により、３

泊４日の日程で会員 40 名が新冠町を訪問しました。

　第２回は、平成 12 年６月に実施。この時は完成

したばかりの新冠温泉レ・コードの湯に宿泊し、新

しい新冠町の魅力を堪能しました。

ふるさと訪問の行程
１日目

　●新冠町到着・歓迎交流会

　※新冠温泉で、町議会議員・町関係者と交流会

２日目

　●おうるの郷見学（旧東川小学校）

　●ディマシオ美術館見学（旧太陽小学校）

　●昼食（シルバーフォーレスト）

　●ビックレッドファーム見学（旧明和小学校）

　●ピーマン選果場見学

　●レ・コード館見学

３日目

　●自由行動

　※親戚や友人宅の訪問、

   ふるさと祭り参加など

４日目

　●新冠町出発

　新冠町民の皆様方に於かれましては、ますますご

健勝のこととお喜び申し上げます。

　東京新冠会も本年で創立 30 周年の節目を迎える運

びとなりました。30 周年を記念致しまして７月 17 日

から４日間、町民の方々のご協力を賜りまして、第

３回目のふる里訪問ツアーを行うことができました。

新冠町及び関係者の皆さまには寛大なるおもてなし

をいただき厚く御礼申し上げます。「東京新冠会」を

代表いたして心より感謝申し上げます。

　新冠到着の夜、お忙しい中、町長始め議長、各議

員さんとの交流会、有意義な情報交換ができ、大い

に昔話に花が咲きました。

　２日目の町内見学、昔をなつかしく思い涙を流さ

れた方もおりました。小中学校時代通学した学校も

廃校となり今はありません。新しく生まれ変わった

太陽小学校、ディマシオ美術館、新冠町には文華を

感じとることができました。東川小学校、明和小学

校も立派な新しい施設に生まれ変わっていました。

道内一の生産量を誇るピーマンの可能性も感じまし

た。まもなく完成する食肉センター、人口減の歯止

めとして将来、企業誘致ができますことを期待して

おります。

　東京新冠会も、ここ数年、高齢化が進み、会員の

死亡、病気などによる人員減少に頭を痛めておりま

す。「東京新冠会」を未だ知らずに、東京都内または

近郊にお住まいのご家族、親戚、知人の方々を是非

ご紹介していただきたくお願い致します。

　30 周年を迎えた「東京新冠会」、少しでも長く、ふ

る里新冠を離れて数 10 年、都会で活躍している皆さ

ま方とふる里新冠をつなぐパイプ役として頑張って

まいりますので今後ともよろしくお願いいたします。

東京新冠会　会長　高橋　守

東京新冠会会長　高橋守さんからのお手紙 　東京新冠会創立30周年記念事業

　東京新冠会第３回ふるさと訪問
　14 年ぶりとなるふるさと訪問が実現。29 名の会員が懐かしいふるさとを訪れました。

　ふるさと訪問の内容と、参加者に聞いた町の印象・旅の感想についてお知らせします。

「ふるさと訪問の思い出」

　ふるさと訪問は、大変楽しい思い出となりました。

　厚賀から太陽に行く途中、四十数年ぶりに道路を通

り一番感じたことは、昔は農業が盛んで大豆・小豆・

田んぼなど、畑一面でしたが、現在は荒れた土地・草

木が茂り現代の農業離れを感じました。

　太陽は初めは木の皮の学校に入り、新しく建てた学

校のグランドは、生徒みんなで笹の根を取り作りまし

た。それも今は木と草で昔の風景はありませんでした。

　病人が出れば太陽から厚賀の病院までタンカーで交

互交互で歩いて連れていった時代でした。食べ物もな

く朝食もとらず運動会に来られなかった時など、色々

思いだされたひと時でしたが、今は人生に残る思いで

となりました。

　会長さんはじめ、役場の皆さまにもお世話になりあ

りがとうございました。

千葉県在住　吉谷　貞子

「ふるさと訪問に参加して」

　時、７月17日、成田空港を10時に旅立つと、新千

歳空港には定刻11時 45分到着であった。東京新冠会

の仲間と合流したのは、12時頃であった。高橋会長に

挨拶し、皆様と新冠町のバスに乗車して北の旅行が始

まった。

　途中、門別のいづみ食堂でのそばの味は、感慨深い

ものがあった。夏の緑の中を走るバスは、私にエネル

ギーを与え、新鮮な空気は、体を浄化し、心身ともに

英気をもらった。

　夜は新冠温泉レ・コードの湯で、町長、町議員の人

たちと宴会があり、楽しいひとときであった。また、

二日目は太陽の美術館で「世界一の油彩画」を見た。

牧場見学も素晴らしい。緑のじゅうたんに居る馬たち。

三日目の夜は、ふるさと祭りを見ながら、生ビールを

飲む。感慨ひとしおであった。お世話になりました。

　　　　　　　　　　　　千葉県在住　外舘　寿夫

新規会員募集中！
　東京新冠会では、新規会員を募集しています。

東京やその近郊にお住まいの方、ぜひ、一緒に

活動をしましょう。

　今年の30周年記念総会は、10月 26日（日）

東京霞が関ビル35階で行われます。詳細につき

ましては、役場企画課まで問い合わせください。

新冠町役場企画課☎ 0146・47・2498

ふるさと訪問参加者の感想
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夏
休
み
期
間
中
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
、
レ
・
コ
ー
ド
館
図
書

プ
ラ
ザ
で
は
、
七
夕
の
ミ
ニ
飾
り

な
ど
の
工
作
教
室
や
、
人
気
映
画

「
こ
び
と
観
察
入
門
」
な
ど
の
上
映

会
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に

も
役
立
つ
「
海
の
本
」
に
関
す
る

特
別
展
示
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
が
掲
載
さ
れ
た
本
を
興
味
深

そ
う
に
手
に
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
新
冠
町
青
年
団
体

連
絡
会
議
（
長
浜
謙
太
郎
議
長
）

主
催
に
よ
る
「
ロ
ー
ソ
ク
だ
せ
」

が
初
め
て
企
画
さ
れ
、
町
内
の

小
学
生
72
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
レ
・
コ
ー

ド
館
で
七
夕
の
歴
史
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、
商
工
会
青

年
部
な
ど
に
加
盟
す
る
町
内
の

18
事
業
所
を
約
２
時
間
か
け
て

訪
問
し
、
袋
い
っ
ぱ
い
の
お
菓

子
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
1
日
、
大
狩
部
の
新
冠

町
家
畜
共
進
会
場
で
、
全
日
高

家
畜
共
進
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
に
は
、
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
乳
牛
30
頭
、
黒
毛
和
種
肉

牛
40
頭
の
計
70
頭
が
出
陳
さ
れ
、

体
格
や
骨
格
、
発
育
具
合
な
ど

を
競
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
黒
毛
和
種
の
経

産
の
部
の
最
優
秀
賞
に
、
字
東
川

の
庄
野
照
彦
さ
ん
が
出
陳
す
る

「
ま
つ
ふ
じ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
新
冠
町
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
バ

ス
ツ
ア
ー
が
開
か
れ
、
69
名
の
親

子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
今
年
の

春
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
札
幌
市
青
少
年
科
学
館
と
円
山

動
物
園
を
訪
れ
る
も
の
で
、
当
日

は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
、
動
物
の
様
子

な
ど
を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
、
本
町
多
目
的
交
流

セ
ン
タ
ー
で
新
冠
町
遺
族
会
（
小

野
巌
巖
会
長
）
主
催
に
よ
る
、
戦

没
者
慰
霊
祭
が
開
か
れ
、
関
係
者

ら
約
40
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
で
は
、記
録
簿
の
奉
納
、

会
長
に
よ
る
式
辞
な
ど
の
後
、
参

列
者
全
員
で
献
花
を
し
ま
し
た
。

　

小
野
会
長
は
式
辞
で
、
命
の
尊

さ
や
平
和
の
尊
さ
を
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
と
語
り
継
ぎ
、
継
承
し

て
い
き
た
い
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
、

新
冠
町
観
光
協
会
（
橋
本
正
美
会
長
）

の
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、
記
念
式

典
や
祝
賀
会
な
ど
が
開
か
れ
、
関
係

者
ら
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
会
長
の
式
辞
の
後
、

元
会
長
の
稗
田
龍
太
さ
ん
と
妹
尾
壽

一
さ
ん
、
各
種
交
流
に
尽
力
さ
れ
た

新
冠
判
官
太
鼓
保
存
会
に
特
別
功
労

表
彰
が
贈
ら
れ
、
そ
の
後
、
協
会
50

年
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
ビ
デ
オ
が

上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
と
な
る
７
・
８
月
の
２
ヶ
月

間
、
太
陽
の
森
デ
ィ
マ
シ
オ
美
術
館
で
は
、

民
族
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
子
ど
も
ア
ー
ト
教
室
が
開
か
れ
る
な

ど
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
お
客
さ
ん
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
に
開
か
れ
た
、
読
み
聞
か
せ

サ
ー
ク
ル
び
っ

く
り
箱
に
よ
る

「
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
」
で
は
、

80
名
を
越
え
る

親
子
が
会
場
に

訪
れ
、
ま
た
、

８
月
10
日
に
開

か
れ
た
「
子
ど

も
ア
ー
ト
教
室
」

で
は
、
画
板
を

持
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
美
術
館

内
を
歩
き
回
り
、

作
品
の
制
作
を

し
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル

で
日
高
管
内
吹
奏
楽
祭
が
開
か
れ
、
管
内
の

吹
奏
楽
団
計
16
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
35
回
目
と
な
る
吹
奏
楽
祭
は
、
中

学
生
か
ら
大
人
ま
で
４
０
０
名
を
超
え
る
奏

者
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
者
た
ち
は

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
８
月
２
日
に

開
か
れ
た
日
胆
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
金
賞
を
受
賞
、
さ
ら
に
、
部
創
設
以

来
初
と
な
る
、
全
道
大
会
出
場
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
て
お

り
、こ
の
日
は
、

全
道
大
会
で

演
奏
す
る
「
プ

レ
リ
ュ
ー
ド
・

ア
ン
ド
・
パ
ー

ス
ィ
ー
ト
」
な

ど
を
演
奏
し
、

会
場
か
ら
ひ
と

き
わ
大
き
な
拍

手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

８
月
16
日
、
新
冠
町
青
年
団

体
連
絡
会
議
主
催
の
ふ
る
さ
と

盆
踊
り
が
開
か
れ
、
盆
踊
り
や

抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、

開
始
早
々
か
ら
、
華
や
か
な

浴
衣
を
着
飾
っ
た
家
族
連
れ
な

ど
が
続
々
と
会
場
に
訪
れ
、
や

ぐ
ら
の
周
り
に
は
、
新
冠
音
頭

や
北
海
盆
踊
り
に
あ
わ
せ
て
踊

り
を
楽
し
む
人
た
ち
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
、
西
泊
津
ヒ
ル
ズ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
第
４
回

消
防
団
活
性
化
対
策
競
技
大
会

（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）
が
開
か
れ
、

町
内
の
消
防
団
員
や
来
賓
53
名
が

参
加
し
、
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
各
消
防
団
の

交
流
と
活
性
化
を
目
的
に
企
画

さ
れ
て
い
る
事
業
で
、
参
加
者

は
14
組
に
分
か
れ
て
、
青
空
の

下
、
爽
快
な
シ
ョ
ッ
ト
を
連
発

し
て
い
ま
し
た
。

レ
・
コ
ー
ド
館
図
書
プ
ラ
ザ

　
　
　

夏
休
み
と
く
べ
つ
事
業
開
催

北
海
道
の
七
夕
「
ロ
ー
ソ
ク
だ
せ
」

　
　
　

72
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

平
成
26
年
度
新
冠
町
戦
没
者
慰
霊
祭

　

戦
没
者
の
冥
福
と
永
遠
の
平
和
を
祈
念

新
冠
町
観
光
協
会

　
　
　
　

創
立
50
周
年
記
念
式
典
開
催

全
日
高
家
畜
共
進
会

　
　

庄
野
照
彦
さ
ん
最
優
秀
賞
受
賞

新
冠
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　
　
　
夏
休
み
札
幌
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

デ
ィ
マ
シ
オ
美
術
館

　

夏
の
企
画
が
目
白
押
し

管
内
最
大
の
吹
奏
楽
イ
ベ
ン
ト

　

第
35
回
日
高
管
内
吹
奏
楽
祭

に
い
か
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
２
０
１
４

　

大
人
も
子
ど
も
も
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

新
冠
消
防
団
全
分
団
が
参
加

　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
親
睦
を
図
る
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●
水
痘
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
に
つ
い
て

　

水
痘
（
す
い
と
う
）
は
、
み
ず
ぼ
う
そ
う

と
も
言
わ
れ
、
水
痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
で
す
。

感
染
力
の
強
い
病
気
で
、
５
歳
ま
で
に
約

80
％
の
子
ど
も
が
病
気
に
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

発
疹
・
発
熱
を
主
な
症
状
と
し
、
健
康

な
小
児
の
場
合
は
一
般
に
軽
症
で
済
み
ま

す
が
、
中
に
は
症
状
が
長
引
い
た
り
、
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

水
痘
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
接
種
す
る
こ
と

に
よ
り
、
重
症
の
水
痘
を
ほ
ぼ
１
０
０
％

予
防
で
き
、
２
回
接
種
す
る
こ
と
で
軽
症

の
水
痘
も
含
め
て
そ
の
発
症
を
予
防
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
対
象
者
》

　

10
月
１
日
時
点
で
１
～
３
歳
の
子
ど
も
。

※
既
に
水
痘
に
罹
患
し
た
方
は
対
象
外
。

※
任
意
で
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ

　

る
方
は
、
接
種
し
た
回
数
分
を
受
け
た

　

と
み
な
す
。

※
平
成
26
年
度
は
、
３
～
５
歳
ま
で
の
子

　

ど
も
も
対
象
と
し
、
１
回
接
種
。

《
接
種
方
法
》

水
痘
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
皮
下
注
射

・
初
回
接
種

　

１
～
１
歳
３
ヵ
月
ま
で
に
接
種

・
追
加
接
種

　

初
回
接
種
か
ら
６
～
12
ヵ
月
の
間
隔
を

　

お
い
て
接
種

●
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
に
つ
い
て

　

肺
炎
球
菌
感
染
症
は
、
肺
炎
球
菌
と
い
う

細
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
、

唾
液
な
ど
を
通
じ
て
飛
沫
感
染
し
ま
す
。

　

免
疫
の
働
き
が
十
分
で
な
い
乳
幼
児
や

高
齢
者
は
、
肺
炎
、
気
管
支
炎
、
中
耳
炎
、

髄
膜
炎
な
ど
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
全
て
の
肺
炎
を
予
防

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
回

の
接
種
に
よ
り
５
年
以
上
の
予
防
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

《
対
象
者
》

　

65
歳
以
上
の
者
。

※
過
去
５
年
以
内

に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
さ
れ

た
方
は
対
象
外
。

《
接
種
方
法
》

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
1
回
注
射

■
周
知
方
法

　

「
水
痘
ワ
ク
チ
ン
」「
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
」
の
対
象
者
に
は
、
別
途
、
郵

便
で
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

　
　
　
　
☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３

　

10
月
１
日
よ
り
、
定
期
接
種
化
し
ま
す
！

水
痘
ワ
ク
チ
ン
・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

介護ワンポイントアドバイス
《
体
調
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
》

　

こ
れ
ま
で
、
介
護
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
足

の
筋
力
を
つ
け
る
運
動
を
す
る
こ
と
」「
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
事
を
す
る
こ
と
」「
出
か
け
る
機
会
を
増
や

し
、
人
と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
認
知
症
予
防
を

す
る
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
現
在
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
方

は
、
病
院
に
も
し
っ
か
り
と
通
院
し
、
体
調
管
理
を

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
か
か
り
つ
け
の
病
院
に
定

期
的
に
受
診
し
、
薬
の
内
服
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
病
院
に
か
か
っ
て
い
な
い
方
は
、
特
定
健

診
や
、
が
ん
検
診
な
ど
を
利
用
し
自
分
の
体
調
を
確

認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
で
体
調
の
管
理
が
で
き
、
楽
し
く
毎
日
を
過

ご
せ
る
こ
と
が
介
護
予
防
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
介
護
に
関
し
て

気
に
な
る
こ
と
、

聞
き
た
い
こ
と
が

あ
る
場
合
は
、
保

健
福
祉
課
保
健
福

祉
グ
ル
ー
プ
介
護

支
援
係
ま
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●保健福祉課保健福祉グループ介護支援係　0146・47・2113（直通）

保健福祉課保健福祉Ｇ介護支援係
山田知矢・仙波明子・高橋昌嗣
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元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
⑥

　
　

「

ま

と

め

編

」

10 月 ９月

静
内
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

10 月 ９月

月
　
日

健

康

カ

レ

ン

ダ

ー

３
日

（金）

24
日

（水）

21
日

（火）

19
日

（日）

18
日

（土）

17
日

（金）

15
日

（水）

14
日

（火）

９
日

（木）

７
日

（火）

３
日

（金）

２
日

（木）

30
日

（火）

22
日

（月）

19
日

（金）

17
日

（水）

13
時
30
分
～

　
　

15
時
30
分

13
時
00
分
～

　
　

16
時
00
分

受
付

16
時
00
分
～

受
付

①
６
時
30
分
～

②
７
時
30
分
～

③
８
時
30
分
～

④
９
時
30
分
～

⑤
10
時
30
分
～

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

受
付

15
時
45
分
～

13
時
30
分
～

　
　

15
時
00
分

14
時
00
分
～

　
　

15
時
00
分

13
時
15
分
～

　
　

15
時
30
分

受
付

13
時
00
分
～

受
付

９
時
45
分
～

18
時
30
分
～

　
　

20
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

時
　
間

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

女
性
の
健
康
相
談

二
種
混
合
予
防
接
種

特
定
健
診

胃
が
ん
検
診

肺
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

お
喜
楽
☆

　
　
　

お
た
っ
し
ゃ
塾

フ
ッ
素
塗
布

二
種
混
合
予
防
接
種

離
乳
食
教
室

健
康
相
談
・
介
護
相
談

キ
レ
イ
☆

　
　
　
　

マ
マ
ル
ー
ム

１
歳
６
カ
月
・

３
歳
児
健
康
診
査

４
・
７
・
12
ヶ
月
児

健
康
診
査

か
ら
だ
リ
セ
ッ
ト
講
座

フ
ッ
素
塗
布

お
喜
楽
☆

　
　
　

お
た
っ
し
ゃ
塾

事
　
業
　
名

※
要
予
約

（
９
月
29
日
ま
で
）

※
要
予
約

（
９
月
23
日
ま
で
）

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

節
婦
憩
い
の
家

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

新
冠
憩
い
の
家

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

場
　
所

延
ば
せ
！
健
康
寿
命
！

～
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
輝
く
た
め
に
～

　

平
成
25
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
平
均

寿
命
は
男
性
が
80
・
21
歳
・
女
性
が
86
・
61
歳
と

な
り
、世
界
一
の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

健
康
な
ま
ま
人
生
を
全
う
す
る
の
は
難
し
い
こ
と

で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
「
健
康
寿
命
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　

健
康
寿
命
と
は
「
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
健
康

で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
」

の
こ
と
で
す
。
こ
の
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
と
の

差
が
不
健
康
な
期
間
を
意
味
し
、
そ
の
差
が
男
女

と
も
に
10
年
近
く
も
あ
り
、
年
々
、
そ
の
差
が
広

が
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
年
齢
を
重
ね
て
も
元
気

で
自
分
ら
し
い
毎
日
を
送
る
た
め
に
は
、
か
ら
だ

を
健
康
に
保
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

○
健
康
を
目
で
見
る

　
　「
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
」
を
受
け
よ
う
！

　

生
活
習
慣
病
は
や
っ
か
い
な
こ
と
に
、
か
な
り

重
症
化
し
て
か
ら
で
な
い
と
自
覚
症
状
が
出
て
き

ま
せ
ん
。

　

自
覚
症
状
の
無
い
時
か
ら
、
血
管
の
老
化
の
程

度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
生
活
習
慣
病
の
芽
を
発
見
す

る
の
が
「
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
」
で
す
。

◆
仕
事
が
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
ん
だ
よ
・
・
・

→
特
定
健
診
を
受
け
る
の
は
年
に
1
回
。

　

少
し
の
時
間
を
惜
し
む
あ
ま
り
、
知
ら
ぬ
間
に

病
気
が
進
行
し
て
い
た
ら
、
日
常
生
活
や
仕
事
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
頃
か
ら
健
康
に
は
自
信
が
あ
る
ん
だ

け
ど
・
・
・

→
建
物
が
老
朽
化
す
る
よ
う
に
、
人
の
か
ら
だ
も
、

見
え
な
い
所
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
年
に
1
回
は
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

健
康
に
自
信
が
あ
る
人
ほ
ど
、
か
ら
だ
の
異
変

を
見
逃
し
が
ち
で
す
。

　

あ
の
時
受
け
て
い
れ
ば
…
と
い
う
事
態
に
な
る

前
に
ぜ
ひ
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

○
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
受
診
日
に
つ
い
て

　

次
の
健
診
日
は
、
10
月
17
～
19
日
ま
で
の
３
日

間
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
２
月
13
・
14
日
に
も
同

事
業
を
行
い
ま
す
。
日
程
が
合
わ
な
い
と
い
う
方

は
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

　
　
　
　
　
　
☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３

めざせ！ N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

平均寿命

健康寿命男性

女性

（歳）

90

85

80

75

70

65

（歳）

90

85

80

75

70

65

平成13年　16 年　 19 年　 22 年

平成13年　16 年　 19 年　 22 年

78.07

84.93

8.67年

12.28年

9.13年

12.68年

69.40

72.65 72.69 73.36

85.99

73.62

86.30

78.67

85.59

69.47

79.19

70.33

79.55

70.42
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「
山
の
日
制
定
記
念　

バ
ッ
ト

の
森
づ
く
り
植
樹
祭
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

日
高
南
部
森
林
管
理
署
で
は
、

日
高
地
方
の
特
産
で
野
球
の
バ
ッ

ト
と
し
て
最
適
な
樹
種
「
ア
オ
ダ

モ
」
の
資
源
を
育
成
す
る
た
め
植

樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
の
祝
日
と
し
て
制

定
さ
れ
た
「
山
の
日
」
を
記
念
し
、

森
林
散
策
も
行
い
ま
す
。

　

町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
下

記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、

野
球
に
携
わ
る
方
、
植
樹
に
関
心

の
あ
る
方
は
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
期
　
日
　
10
月
４
日(

土)

○
日
　
程

植
樹
祭

８
時
31
分　

新
冠
町
役
場
駐
車
場
発

10
時
00
分　

植
樹
祭
開
会

11
時
30
分　

植
樹
祭
閉
会

11
時
40
分　

バ
ス
出
発

12
時
33
分　

判
官
館
到
着

　
　
　

（
散
策
参
加
者
の
み
下
車
）

12
時
42
分　

役
場
駐
車
場
着

森
林
散
策

12
時
45
分　

昼
食
後
、
森
林
散
策

14
時
30
分　

森
林
散
策
終
了

14
時
36
分　

判
官
館
森
林
公
園
発

14
時
44
分　

役
場
駐
車
場
着

○
場
　
所

　

植 

樹 

祭　

美
宇
国
有
林

　

森
林
散
策　

判
官
館
森
林
公
園

○
交
　
通

　

送
迎
バ
ス
・
自
家
用
車

○
定
　
員
　
30
名
（
先
着
順
）

○
持
ち
物

　

長
靴
・
軍
手
・
汚
れ
て
良
い
服
・

　

弁
当
（
散
策
参
加
者
の
み
）

○
そ
の
他

　

小
雨
時
は
、
植
樹
の
み
実
施
。

　

状
況
に
応
じ
て
要
雨
具
。

○
申
し
込
み
締
め
切
り

　

９
月
19
日(

金) 

17
時
ま
で

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
南
部
森
林
管
理
署

（
担
当　

大
谷
・
佐
藤
充
）

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
１
６
１
５

FAX
０
１
４
６
・
４
２
・
１
６
１
６

　

北
海
道
財
務
局
で
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
当
局
の
仕
事
や
財
務

省
・
金
融
庁
の
仕
事
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
、
地
域
で
の

勉
強
会
や
職
場
で
の
研
修
な
ど
に

職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

○
お
話
で
き
る
内
容

・
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

・
我
が
国
財
政
の
現
状
と
課
題

・
金
融
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
為
に

　

（
ヤ
ミ
金
融
、
振
り
込
め
詐
欺

　

な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
）

・
金
融
取
引
の
基
礎
知
識

　

（
学
生
対
象
の
金
融
ガ
イ
ド
）

・
中
小
企
業
の
資
金
調
達
に
役
立
つ

　

金
融
検
査
の
知
識

　

（
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
内
）

・
最
近
の
経
済
情
勢

　

（
北
海
道
の
経
済
情
勢
な
ど
）

・
北
海
道
の
国
有
財
産

　

（
国
有
財
産
制
度
の
利
活
用
）

○
注
意
事
項

・
講
演
料
・
交
通
費
は
不
要
で
す
。

　

会
場
、
機
材
は
主
催
者
準
備
。

・
派
遣
は
原
則
参
加
者
10
名
以
上
。

・
申
込
み
は
開
催
日
の
１
カ
月
前
。

・
講
師
派
遣
は
平
日
９
時
か
ら
17
時

　

ま
で
と
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
内
容
に
つ
い
て
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
財
務
局　

総
務
部

財
務
広
報
相
談
室

☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

（
内
線
４
２
７
０
、４
２
４
７
）

FAX
０
１
１
・
７
０
９
・
２
１
９
６

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
ナ
ス

バ
）
よ
り
、
交
通
事
故
被
害
者
世

帯
の
皆
さ
ん
に
次
の
援
護
制
度
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

・
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ
た

方
へ
介
護
料
支
給

○
対
象
者

　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
）
事
故
で
、

脳
や
脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷

を
受
け
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
方
で
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
方
。（
自
損
・
他
損
・

時
期
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
支
給
額

　

後
遺
障
害
の
程
度
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
、
介
護
用
品
の
購
入
な
ど
に

応
じ
て
２
万
９
２
９
０
円
か
ら

13
万
６
８
８
０
円
の
範
囲
で
支
給
。

・
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

○
対
象
者

　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
）
事
故
に

よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障

害
（
脳
損
・
脊
損
）
を
負
わ
れ
た

方
の
義
務
教
育
終
了
前
の
子
弟
。

○
申
込
者

　

対
象
者
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

　

（
生
活
困
窮
者
に
限
り
ま
す
）

○
貸
付
金
額

　

１
人
に
つ
き
最
初
15
万
５
０
０
０
円

以
後
、
月
額
２
万
円
他
。

○
貸
付
期
間　

　

貸
付
決
定
時
～
中
学
校
卒
業

○
利　

子　

無
利
子

　

返
還
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
機
構　

札
幌
主
幹
支
署

☎
０
１
１
・
５
５
１
・
２
１
４
５

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

「
公
証
週
間
」
の
取
り
組
み
と
し

て
、次
の
と
お
り
「
電
話
相
談
」「
夜

間
公
証
相
談
会
」
を
行
い
ま
す
。

・
電
話
相
談

○
期
間　

10
月
１
日
～
７
日

　
　
　
　

（
土
・
日
を
含
む
）

○
時
間　

９
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

○
相
談
内
容

　

公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
、
金
銭

の
貸
し
借
り
・
養
育
費
の
支
払
い

の
約
束
、
任
意
後
見
契
約
な
ど

○
電
話
番
号

　

０
３
・
３
５
０
２
・
８
２
３
９

○
相
談
員

　

日
本
公
証
人
連
合
会
所
属
公
証
人

・
夜
間
公
証
相
談
会

○
期
日　

10
月
２
日
・
７
日

○
時
間　

17
時
～
19
時

○
場
所　

苫
小
牧
公
証
役
場

（
苫
小
牧
市
表
町
２
丁
目
３-

23
）

○
相
談
内
容

　

公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
、
金
銭

の
貸
し
借
り
・
養
育
費
の
支
払
い

の
約
束
、
任
意
後
見
契
約
な
ど

○
相
談
員

　

苫
小
牧
公
証
役
場　

　

公
証
人　

垂
石　

善
次　

○
相
談
料　

無
料

○
申
込
み　

要
予
約
（
前
日
ま
で
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

苫
小
牧
公
証
役
場

☎
０
１
４
４
・
３
６
・
７
７
６
９

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

９
月-

17
日
（
水
）・
22
日
（
月
）

　
　
　

24
日
（
水
）・
29
日
（
月
）

10
月-

１
日
（
水
）・
６
日
（
月
）

　
　
　

８
日
（
水
）・
15
日
（
月
）

○
必
ず
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

札
幌
弁
護
士
会

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
ナ
ス
バ
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

バ
ッ
ト
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

公
証
週
間
の
取
り
組
み

北
海
道
財
務
局

　
講
師
派
遣
の
お
知
ら
せ

O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

　ご寄附ありがとう

　　　　ございました。（敬称略）

●特別養護老人ホーム「恵寿荘」

　　　　　　 　　　に役立ててと

☆對馬　静子　 　　（古布１袋）

☆髙月　カヅヱ　（じゃがいも26.8kg）

☆歌住　智恵子　　　（古布２袋）

☆本庄　郁子　　　（古布２袋）

☆小山田　孝義　（ピーマン10kg）

☆猪股　千恵子　　（古布４袋）

☆胡桑野　ヱミ子

（紙おむつ２袋、シーツ１枚他）

☆高橋　満郎　　（キャベツ７kg、

ささげ1.2kg、大根35kg、じゃがいも４kg）

☆早川　憲吾　（たもぎ茸2.5kg、

とうもろこし 27 本、大根 70kg）

☆新冠ほくと園　（カット布３束）

☆ボランティアグループちょぼら

（カット布 7袋）

●国保診療所に役立ててと

☆節婦ほろしりの里　（カット布４袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●福祉事業に役立ててと

☆小竹　淳子　　　 （古布２袋）

☆坂之上　律子　　 （古布１箱）

●香典返しに代えて

☆山岡　マサヱ　　（500,000円）

☆久米　鶴子　　　 （30,000円）

☆秋田　福治　　　（100,000円）

☆淺川　豊　　　  （300,000円）

☆白浜　敏美　　　（30,000円）

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら
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　新冠町では、10 月１日（水）まで、両給付金の申

請受付を行っております。

　期限までに申請がない場合は給付金をもらうこと

ができなくなりますので、対象となる方は必ず申請

するようにしてください。

　また、対象となるかどうか分か

らない方については、「税情報利用

同意書」を役場にお送りいただく

か、役場町民生活課町民生活グルー

プまで、問い合わせください。

●問い合わせ先　

町民生活課町民生活グループ社会係 

☎ 0146・47・2112

　新冠町では、比較的取り組みやすい省エネ対策と

して、平成 24 年度よりＬＥＤ電球の取り替えとＬＥ

Ｄ照明器具の購入に対して補助金を出しております。

　各家庭における照明器具の電気量は約 16％と言わ

れており、使用する電球をＬＥＤ電球に交換するこ

とで、相当量の電気量を抑制することができます。

　現在、北海道電力は、電気料金の再値上げの申請

を行っており、各家庭における電気料金が値上がり

することも予想されることから、省エネ対策の一つ

として、補助金を活用したＬＥＤ照明の導入につい

てご検討ください。

　なお、補助金については担当までご相談ください。

●問い合わせ先　企画課まちづくりグループ企画係

☎ 0146・47・2498

　　

　当町の開拓医であり、町立病院の元院長である矢

澤信明さんが、８月 18日、急性心不全のため逝去さ

れました。

　矢澤先生は、昭和 24年、27歳で緑丘に開拓医とし

て入植され、農業をしながら、多くの開拓民の診療

にあたられました。また、昭和 55年からは、新冠町

立国保病院の院長を務められるなど、当町地域医療

の振興発展に多大な貢献をされてきました。

　ここに慎んでそのご功績に感謝申し上げるととも

に、故人のご冥福をお祈りいたします。

　なお、故人の生前の意志により、香典などは一切

受け取らない旨、連絡を受けておりますのでお知ら

せいたします。

　

「一日前プロジェクト」とは、地震や水害・雪害などの自然災害で被災した方々や災害対応の経験をもつ方から、

色々なお話を聞かせていただき、小さなエピソード（物語）として取りまとめる活動です。

　こうしたエピソードをとりまとめることで、災害をイメージし、自分のこととして感じてもらうことにより、

明日起きるかもしれない災害に、今日（一日前）から備えていただくことを目的としています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●問い合わせ先　総務課総務グループ防災係 ☎ 0146・47・2114

内閣府「一日前プロジェクト」エピソードNo.12

　海沿いの高い建物に避難　～冷静な判断で命助かる～

「子育て世帯臨時特例給付金」
　「臨時福祉給付金」のお知らせ

ＬＥＤ照明購入補助金について

慎んでご冥福をお祈りいたします
　～ 町立病元院長 矢澤信明さん逝去 ～

●問い合わせ先　企画課まちづくりグループ企画係　 ☎ 0146・47・2498

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

　海沿いにある漁業組合の事務所で地震に遭いまし

た。１階は魚の水揚げ場、２階は事務所。３階が駐

車場です。３階には幸いにも水が来なかったため、

一時期千人の人が避難してきました。

　ある親子が、普通なら、山に向かって逃げるとこ

ろをとっさの判断で海に向かって逃げてきて、この

駐車場にたどり着いて助かりました。山に向かって

避難していたら、もしかしたら津波にのまれていた

かもしれません。ほんとに危機一髪でした。

　自宅も、山の上でしたので無事でしたが、妻の両

親の安否確認をとることができませんでした。翌日

から確認作業をするのに、高台にある我が家からは、

どうしても車を使わなくてはなりませんが、ガソリ

ン購入に何と３、４時間並ぶという状況でした。

　これまで住まいも職場も高台でしたので、津波に

対しても安心という気持ちがどこかにありました。

でも今回のような想定外の津波が来たら、安全は保

障されません。これからは、職場でも家庭でもあら

ゆることを想定しての避難訓

練が必要だと思いました。

　それと山に向かわず海に向

かって避難して難を逃れた親

子のように、機転を利かせて

冷静な行動がとれるように日

ごろから訓練したいものです。

（気仙沼市　40 代　漁協職員）

西新冠地区予約運行便（厚賀駅前発着便）の運行について

道南バス泉線に替わるコミュニティバスの運行形態（案）について

　平成23年４月１日より、西新冠地区予約運行便が導

入されています。

　このバスは、朝、厚賀駅に到着する便が１本、午後

は厚賀駅を出発する便が２本運行されており、利用を

希望する方は、事前に電話での申込み（予約）が必要

です。

　運行から３年が経過し、地域の皆さんに定着してき

ておりますが、改めて運行内容について紹介します。

　町では、道南バス泉線を廃止して、

これに替わるコミュニティバス（町独

自路線）の運行について、住民説明会

やパブリックコメントなどを通して、

町民の皆さんから様々な意見や要望を

いただきました。

　これを受け、運行時間や運行ルート、

利用方法、乗車料金などについて、再

度検討し【最終案】を作成し、内容に

ついて９月 12 日配布の町政事務委託文

書でお知らせしております。

　道南バス泉線を廃止して、コミュニ

ティバスの運行により、生活に支障が出

る方がいればできる範囲で対応を検討い

たしますので、担当までご連絡ください。

①運行時刻

　第１便　厚賀駅前着　９時10分

　第２便　厚賀駅前発　14時 25分

　第３便　厚賀駅前発　16時 55分

　※平成25年度から1日３便体制に。

②対象地区

　Ａ区域　共栄、東川

　Ｂ区域　美宇、太陽、新和、里平

③乗車運賃

　同一区域内の乗降車　300円

　区域を超える乗降車　500円

　※ 75歳以上の方は寿バス券の利用が可能

　※子ども、身体障がい者手帳・養育手帳を

　　お持ちの方は半額となります。

④利用方法

　事前に電話で申込みください。

　自宅前まで送迎します。

　予約先 ： 厚賀ハイヤー（☎ 01456・2・2251）

①運行便名称

　通学・通勤便

　・泉線　・緑丘泊津線　・新冠静内線

　一般コミュニティ便

　・新和太陽古岸線　・美宇東川線　・若園大富線

　・新ひだか医療機関送迎便（75歳以上の町民限定）

②利用対象者

　町内に在住している方（登録制）と町外に在住している方

③運行形態

　定時定路線、乗合バス

④乗車料金

　一律の料金を設定する予定ですが、条件に合えば無料での

利用が可能です。（詳細は町政事務委託文書に記載）
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今月の一冊

　103 歳世界最速の
　　おじいちゃんスプリンター

日本文芸社 /宮崎 秀吉著

　生きているうちに何か残したい

- そんな思いから 92 歳で始めた

マスターズ陸上。

　その 100 メートル走で、日本一

を飛び越え世界一になった著者

が、元気で長生きの秘訣を綴る。

「新着ガイド」
袴田事件を裁いた男　　　　　　　　　尾形　誠規

日本伝承のあそび読本　　　　　　　　加古　里子

ゼンリン住宅地図と最新ネット地図の秘密　内田　宗治

マンガでわかるコドモの医学　　　井上　きみどり

取り分け＆持ち寄り大皿レシピ　　　　大庭　英子

かんたん手作りグラノーラとミューズリー　桑原　奈津子

雑貨とインテリアのお店　　　　　　　新海　直美

０～６歳はじめての男の子の育児　　関　和男監修

シニアのための世界民謡集　　　　　佐藤　愛編曲

石井桃子のことば　　　　　　　中川　李枝子ほか

戌亥の追風　　　　　　　　　　　　　山本　一力

天の光　　　　　　　　　　　　　　　　葉室　麟

硝子の葦　　　　　　　　　　　　　　桜木　紫乃

ヒロシマ　　　　　　　　　　　ジョン・ハーシー

ＳＴ化合エピソード０　　　　　　　　　今野　敏

ちっちゃなトラックレッドくんとピンクちゃん　みやにし　たつや

宇宙飛行士入門　　　　　　　　　渡辺　勝巳監修

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

図書プラザからのお知らせ

☆イベントカレンダー
９月23日（火）１0：30～　あかちゃん絵本の読み聞かせ

９月27日（土 )１3：30～　びっくり箱のおはなし会

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザおはなしのへや

☆「おはなしのへや」へお越しください

　図書プラザ内にある「おはなしのへや」は、赤ちゃ

んと一緒に絵本を楽しめるように靴を脱いで座れる

小部屋になっています。

　赤ちゃん絵本や布えほん、大型絵本、紙芝居、月

刊誌ベビーブック、布おもちゃなどもありますので、

お子さんと一緒の際は、ぜひご利用ください。

☆北海道讃歌を作詞『森みつさん』特設コーナー

　新冠町では次代を担う子どもたちに文学への関心

や創造力を培うことを目的として、小・中学生が書

いた詩や作文の中から「森みつ少年少女文芸賞」の

受賞者を決定し表彰しています。

　本年度も各学校からの子どもたちの作品を募集す

るにあたり、北海道讃歌を作詞し数多くの文芸作品

を残したことで知られる詩人森みつさんについて特

設コーナーを設置してご紹介しています。

　ぜひこの機会に図書プラザへお越しください。

●問い合わせ先

　　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

12：50 ～ 13：20　認定こども園ド・レ・ミ

15：05 ～ 15：35　　　　　 新冠小学校

15：40 ～ 15：55　　にこにこクラブ（児童館）

16：00 ～ 16：15　　あいあい荘（東町生活館）

10：10 ～ 10：30　　　　　 朝日小学校

12：45 ～ 13：10　　　　　　新冠中学校

10：45 ～ 11：00　　　　　　太陽郵便局

15：05 ～ 15：35　　　　　 新冠小学校

15：40 ～ 15：55　　にこにこクラブ（児童館）

16：00 ～ 16：30　認定こども園ド・レ・ミ

16：35 ～ 16：55　　あいあい荘（東町生活館）

10：10 ～ 10：30　　　　　 朝日小学校

11：00 ～ 11：20　　　　　 おうるの郷

12：50 ～ 13：20　認定こども園ド・レ・ミ

15：05 ～ 15：35　　　　　 新冠小学校

15：40 ～ 15：55　　にこにこクラブ（児童館）

16：00 ～ 16：15　　あいあい荘（東町生活館）

９月 12 日

18 日

25 日

26 日

30 日

10 月 10 日

ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
21

 　
　

漁
業
と
節
婦
漁
港

　

太
平
洋
に
面
す
る
新
冠
は
、
漁
業
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
そ
の
は
じ
ま
り
は
江
戸
時
代
ま
で
遡
る
。

　

最
初
は
新
冠
会
所
で
行
わ
れ
た
漁
業
が
そ
の

歴
史
の
始
ま
り
と
さ
れ
、
サ
ケ
、
昆
布
、
ク
ジ
ラ

な
ど
の
漁
獲
物
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
個
人
の
漁
場
が
台
頭
し
、

大
正
時
代
か
ら
は
節
婦
漁
港
が
整
備
さ
れ
、
多
く

の
漁
師
が
集
う
町
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　

現
在
も
、
節
婦
は
漁
業
の
中
心
地
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　

昔
か
ら

　
　
　

拓
け
し
節
婦

　
　
　
　
　
　

漁
師
ま
ち

※ふるさとカルタは、新冠町開町 130 年・町制施行 50 年記念事業の一環として作製したもので、読

み札の題材を「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って「新冠俳句の会」が読み札語句を、

「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。

む
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小竹町長の動静 : ８月分
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キラリと光る レ・コードなまち

今月号は、絵を描くことで会員が互いに刺激し合う「アトリエの会」を紹介します。

○団体・サークル紹介○

【プロフィール】

　アトリエの会は、会設立から 40 年ほどの歴史

がある絵画サークルで、主に人物や静物を油彩・

水彩で描いています。現在の会員は４名です。

　月に１度、定例会を開き、それぞれが自宅で描

いてきた絵を持ち寄り、講師からアドバイスを受

けながら、作品を仕上げていきます。１年間かけ

て３～４点の絵を描き、10 月に開かれる文化協

会主催の総合作品展に出展しています。

　絵を描く作業は個人の作業となりますが、会員

が集まり、絵を見せあうことで、お互いの良いと

ころを学ぶことができます。また、他の会員が講

師に指導を受けている様子を見ることで、自分の

作品の幅を広げる機会にもなります。

　会の活動としては他にも、初心者を対象とした

絵画教室を企画したり、社会教育課主催の水彩画

の体験教室のお手伝いをしたりしています。

　絵を描くことは「いくつになっても続けられ

る」という魅力があります。また、性別や年齢を

問わず「誰でも描ける」ということも魅力の一つ

で、会の活動を通して、小さいお子さんが描く独

特の世界に刺激を受けたり、長く描き続けてきた

人に技法や技術を学んだりすることができます。

　会としては今後も、会員の交流と技術向上の場

となるよう、活動を続けていきたいと思います。

【活動内容】

　定例会　毎月第２木曜日　19 時～ 21 時

　場　所　レ・コード館研修室

　会　費　月 2000 円

【会員募集】

　一緒に活動したい方は誰でも大歓迎です。

　経験が無くこれから絵を描きたいという初心

者はもちろんのこと、道展などの展覧会に出展し

てみたいという方も、講師から的確な指導を受け

ることができます。

　お問い合わせは、レ・コード館（☎ 0146・45・

7833）までご連絡ください。

人の

うごき

人　口　　5,755 人（前月比　＋　17 人）

　男　　　2,769 人（前月比　＋　４人）

　女　　　2,986 人（前月比　＋　13 人）

世　帯　　2,713世帯（前月比　＋　12世帯）（平成 26 年８月末現在）

戸  籍  の  窓
７月 21 日～８月 20 日までの届出分（敬称略） 

●いつまでもお幸せに

古川　昌広　　小田　有紀　　東泊津

星川　裕太　　岡部　綾奈　　中央町

吉田　尚樹　　蘇武　るみか　　本　町

●お誕生おめでとうございます

松田　 光
あかり

   （　勲　智富美）  北星町

吉田　健
け ん ご

吾  （ 綱平　 愛　）  高　江

後藤　太
た す け

助  （ 啓太　 舞　)  本　町

奥山　廉
れ ん た

太  （ 義昭　望美 )  北星町

西山　凜
り さ

咲  （ 快導　美幸 )  西泊津

●おくやみ申し上げます

佐々木　春　實　 　９５歳　  太　陽

淺　川　一　枝　 　６７歳　  東泊津

山　岡　　透　　 　９１歳　  北星町

大　澤　好　子　 　９５歳　  中央町

秋　田　妙　子　 　８８歳　  朝　日

●１日、平成 26 年度第 61 回全

日高家畜共進会●２日、育成公

社役員研修会（札幌市、３日ま

で）●４日、消防団員輸送車競

売入札●５日、林業活性化セン

ター監査● 18 日、新党大地結党

10 年記念の会（札幌市）● 20 日、

平成26年度新冠町戦没者慰霊祭、

消防団員輸送車お披露目●21日、

北海道の人口減少問題に関する

有識者会議（札幌市）● 24 日、

第４回消防団活性化対策競技大

会● 25 日、職員教養セミナー講

演（新ひだか町）● 26 日、防災・

危機管理セミナー、町長会議（浦

河町）● 27 日、移送サービス車

両のお披露目● 28 日、消防団を

中核とした地域防災力充実強化

大会（東京都、29 日まで）

パパ　　　 ママ


